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１．はじめに 
 沖縄は，我が国最南端で東南アジアへ近く島嶼であ
るという地理的条件や，独特の自然環境や文化を有し
ていること，また，美しい海を持っていることから観
光旅行の目的地として優れた資質を持っている．特に
その美しい海は，台風期を除くと比較的静穏性が高く，
冬季でも暖かいことからクルージングの適地とされ，
邦船社等による不定期のクルージング船が頻繁に沖縄
に寄港しており，平成９年３月からは外国船社の定期クルー
ジングが実施され，多くの外国人観光客が沖縄を訪れている．
ージングは沖縄県における観光振興の主要施策として位置づけ

・沖縄 

 また中国に最も近いリゾート地である沖縄では，今後中国か
れ，更に沖縄の地理的環境を最大限に活用し中国・台湾を含め
に向けた行動計画を策定することが求められた． 
 本調査は，観光客獲得方策の一つとして，沖縄県の地理的優
グネットワーク形成を目指し，東アジアにおけるクルージング
査し，沖縄における外洋クルージングネットワーク成立の可能
アクションプログラムをまとめたものである． 
 
 
２．調査内容 
 １ 東アジア・沖縄における外洋クルージングの現況把握 
 ２ 船社の外洋クルージング戦略及び動向の把握 
 ３ 外洋クルージングニーズの把握 
 ４ 沖縄における外洋クルージングネットワーク 
  構築の考え方の整理 

 ５ 外洋クルージングネットワークの成立条件 
 ６ 沖縄における外洋クルージングネットワーク 

実現に向けた方策 
 ７ 沖縄における外洋クルージングネットワーク 

実現に向けたアクションプラン 
 
 

 

主なクルージングエリア
この様な背景から外洋クル
られている． 
ら空の観光客増加が見込ま
東アジアからの観光客獲得

位性を活用したクルージン
の現況，船社の戦略等を調
性，実現化方策を検討し，
那覇港に寄港したスタープリンセス号



３．調査結果の概要 
３．１クルージングネットワークの必要性・緊急性の整理 
  ①観光振興施策の重要性 
   これまでの沖縄県における産業政策を分析すると，観光立県をめざし，観光リゾ
ートを主力産業と位置づけて，観光型地域振興政策による自立をねらっていること
がうかがえ，沖縄振興開発計画においても，観光を全面に出した「観光型地域振興」
の考え方を大幅に取り入れている．一般的に，観光リゾートが地域振興に貢献して
いくためには，第１に観光客を誘致すること，第２に来訪した観光客の消費を誘導
すること，第３にその資金を地域経済システムのなかで循環させることが重要とな
る． 

  ②上位関連計画における外洋クルージングの位置づけ 
    国土交通省において平成１２年度に策定した「港湾の開発，利用及び保全並びに

開発保全航路の開発に関する基本方針」において，「港湾相互間の連携の確保」と
して「沖縄地域では国際定期クルーズの新たな展開に対応して，東アジア諸国に近
いという地理的特性を活かし，旅客船の新たなクルージングネットワークを形成す
るため，本島及び離島の港湾が連携して取組む」ことが方針として示されている． 

    また，沖縄振興計画及び沖縄県観光振興基本計画において，国内外の観光客受入
体制の整備と誘客活動の強化策として旅客船ターミナル等の港湾施設の整備を位置
づけている． 

  ③クルージングネットワークの必要性 
  クルージングネットワークを実現するための旅客船ふ頭の整備は，国内外から観
光客が本県へのアクセスの利便性や快適性を高めるためのインフラであり，観光客
を誘致する戦略のひとつとして重要であると考えられる．特に多くの外国人観光客
を誘致する有効な手段となりえる．また多様化する観光ニーズに対応するためにも
クルージングは新たな観光メニューとしての位置づけも高く，これを実現するため
にも沖縄県におけるクルージングネットワークの実現が望まれる．更に，旅客ふ頭
・ターミナルの整備は新しい観光リゾートの拠点となる可能性が高く，ターミナル
周辺の賑わいの場の形成，さらには景観的にも都市のランドマークにもなれ，都市
の魅力づくりにもつながり，沖縄観光全体の振興に寄与できることになる． 

 
３．２沖縄における外洋クルージングネットワーク実現に向けたアクションプランの提案 
 調査によって得られたクルージングの現況や，前述のクルージングネットワーク構築
の考え方等を踏まえて沖縄における外洋クルージングネットワークと箇々のネットワ
ークにおけるアクションプランを表に示す． 
 これらクルージングネットワークを実現するための方策として，ハード面での施設整
備，ソフト面でのポートセールスや，CIQ等諸手続の迅速化の必要性などを上げ，これ
を実践するための協議会の必要性を示した．これらの提案は，沖縄県観光リゾート局を
中心に設立された「沖縄県クルーズ促進連絡協議会」に引き継がれることとなった． 

 



ク
 ル
 ー
 ジ
 ン
 グ
 種
 類
 

（
船
社
・
対
象
・
外
内
・
種
別
等
）
 

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
概
要
等
 

短
 
 
 
 
 
 
期
 

（
現
況
～
５
年
後
）
 

中
 
 
 
 
 
 
期
 

（
約
6～
10
年
後
) 

◆
今
後
も
引
き
続
き
沖
縄
へ
の
寄
港
を
協
議
会
を
中
心
に
要
請
 

◆
船
社
の
求
め
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
他
港
(本

部
港
，
平
良
港
，
石
垣
港
等
)へ
の
寄
港
も
ア
ピ
ー
ル
 

◆
各
港
湾
の
背
後
地
の
魅
力
や
観
光
オ
プ
シ
ョ
ン
の
紹
介
・
斡
旋
，
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
 

◆
船
社
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
寄
港
は
現
状
程
度
 

◆
誘
致
活
動
等
は
同
左
 

日
本
－
東
ア
ジ
ア
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

 
(邦
船
・
日
本
・
外
航
・
レ
ジ
ャ
ー
) 
◇
邦
船
３
社
が
毎
年
１
回
実
施
 

◇
今
後
と
も
継
続
的
に
行
わ
れ
る
見
通
し
 

◇
寄
港
は
那
覇
港
が
中
心
 

 
 
船
社
の
求
め
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
他
港
へ
の
寄
港
も
ア
ピ
ー
ル
 

(3
回
/年
) 
(船
型
:3
0,
00
0G
/T
) 

(同
左
) 
(同
左
) 

◆
今
後
も
引
き
続
き
沖
縄
へ
の
寄
港
を
協
議
会
を
中
心
に
要
請
 

ま
た
県
内
２
カ
所
以
上
の
港
湾
に
寄
港
（
１
航
海
で
県
内
２
カ
所
以

上
に
寄
港
）
も
併
せ
て
要
請
 

◆
各
港
湾
の
背
後
地
の
魅
力
や
観
光
オ
プ
シ
ョ
ン
の
紹
介
・
斡
旋
，
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
 

◆
船
社
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
寄
港
は
現
状
程
度
 

◆
誘
致
活
動
等
は
同
左
 

◆
誘
致
活
動
に
よ
り
県
内
の
２
カ
所
以
上
寄
港
 

②
南
西
諸
島
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

 
(邦
船
・
日
本
・
内
航
・
レ
ジ
ャ
ー
) 
◇
邦
船
３
社
が
毎
年
１
回
実
施
 

◇
沖
縄
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
今
後
は
積
極
的
に
寄
港
を
誘
致
 

◇
１
航
海
で
２
カ
所
以
上
の
寄
港
を
要
請
 

◇
大
型
客
船
の
入
港
で
き
る
す
べ
て
の
港
湾
が
寄
港
地
の
対
象
 

(3
回
/年
) 
(船
型
:3
0,
00
0G
/T
) 

(3
×
2=
延
べ
6回
/年
) 
(同
左
) 
  
  

◆
今
後
も
引
き
続
き
沖
縄
へ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
，
船
社
・
自

治
体
・
企
業
等
へ
積
極
的
に
寄
港
を
要
請
 

◆
各
港
湾
の
背
後
地
の
魅
力
や
観
光
オ
プ
シ
ョ
ン
の
紹
介
・
斡
旋
，
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
 

◆
誘
致
活
動
の
効
果
が
で
る
ま
で
は
寄
港
は
現
状
程
度
 

◆
誘
致
活
動
等
は
同
左
 

◇
誘
致
活
動
に
よ
り
寄
港
数
が
増
加
 

③
沖
縄
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

 
(邦
船
・
日
本
・
内
航
・
チ
ャ
ー
タ
ー
) 
◇
年
間
10
回
程
度
寄
港
す
る
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

◇
沖
縄
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
今
後
も
積
極
的
に
寄
港
を
誘
致
 

(1
0回
/年
) 
(船
型
:3
0,
00
0G
/T
) 

(1
5回
/年
) 
(同
左
) 
  
  
 

◆
船
社
に
対
し
沖
縄
へ
の
通
年
・
定
期
運
行
，
寄
港
の
継
続
を
要
請
 

◆
各
港
湾
に
お
け
る
客
船
ふ
頭
の
整
備
，
Ｃ
Ｉ
Ｑ
手
続
き
の
円
滑
化
等

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
対
応
を
強
化
 

◆
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
，
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

◆
現
状
程
度
の
寄
港
(那
覇
50
回
/年
,石
垣
50
回
/年
）
 

◆
船
社
へ
沖
縄
へ
の
定
期
運
行
，
寄
港
の
継
続
を
要
請
 

◆
船
の
大
型
化
の
要
請
 

◆
平
良
港
，
本
部
港
で
客
船
ふ
頭
の
整
備
後
，
寄
港
を
要
請
 

④
台
湾
－
沖
縄
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

 
(外
国
船
・
台
湾
・
外
航
・
定
期
) 

◇
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ス
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
社
の
定
期
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

◇
今
後
も
通
年
寄
港
が
行
わ
れ
る
よ
う
，
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
対
応
を
強
化
し
，
寄
港
の
促
進
を
図
る
 

(1
00
回
/年
) 
(船
型
:3
0,
00
0G
/T
) 

(1
00
回
/年
) 
(船
型
:7
0,
00
0G
/T
) 
 

◆
沖
縄
の
魅
力
（
日
本
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
）
や
寄
港
時
の
サ
ー

ビ
ス
等
を
船
舶
代
理
店
に
説
明
，
誘
致
を
行
う
 

◆
各
港
湾
の
背
後
地
の
魅
力
や
観
光
オ
プ
シ
ョ
ン
の
紹
介
・
斡
旋
，
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
 

◆
誘
致
活
動
の
効
果
が
で
る
ま
で
は
寄
港
は
現
状
程
度
 

◆
誘
致
活
動
等
は
同
左
 

◆
誘
致
活
動
に
よ
り
寄
港
数
が
増
加
 

⑤
東
ア
ジ
ア
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

 
(外
国
船
・
外
国
・
外
航
・
不
定
期
)  
◇
世
界
一
周
や
太
平
洋
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
外
国
船
の
寄
港
 

◇
日
本
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
メ
ッ
カ
と
し
て
の
沖
縄
を
ア
ピ
ー
ル
 

(5
回
/年
) 
(船
型
:5
0,
00
0G
/T
) 

(1
0回
/年
) 
(船
型
:7
0,
00
0G
/T
) 
  

◆
協
議
会
（
観
光
部
局
）
の
主
催
(共
催
)に
よ
る
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー

ズ
(ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
)の
企
画
 

（
企
画
に
約
２
年
，
３
年
目
に
夏
季
に
数
回
の
実
施
）
 

◆
邦
船
社
へ
の
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
型
の
沖
縄
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の

企
画
・
実
施
を
要
請
 

（
那
覇
港
・
石
垣
港
発
着
の
バ
ラ
売
り
）
 

◆
上
記
に
よ
り
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
魅
力
の
ア
ピ
ー
ル
，
採
算
性
の
確
認
 

◆
前
期
の
実
績
を
踏
ま
え
，
チ
ャ
ー
タ
ー
・
レ
ジ
ャ
ー
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
に
よ
る
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
の
開
始
 

(初
夏
(5
～
6月
)・
秋
(1
0～
11
月
)で
週
２
回
の
運
航
で
30

回
/年
，
那
覇
港
発
着
，
石
垣
港
・
平
良
港
寄
港
で
延
べ
30

×
3回
/年
) 

⑥
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
 

 
(邦
船
・
日
本
・
内
航
・
定
期
) 

◇
新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る
沖
縄
発
着
の
大
型
旅
客
船
に
よ
る
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
(ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ

ピ
ン
グ
と
は
“
島
々
を
巡
る
移
動
”
の
意
味
で
あ
り
，
“
周
辺
の
島
々
を
船
で
移
動
し
，
各
島
で
様
々
な
マ
リ
ン

ス
ポ
ツ
や
島
内
観
光
を
楽
し
む
”
こ
と
を
指
す
．
) 

◇
那
覇
港
が
発
着
地
で
，
航
路
は
那
覇
港
⇒
石
垣
港
⇒
西
表
島
周
辺
⇒
平
良
港
⇒
那
覇
港
の
３
泊
４
日
 

◇
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
対
象
を
50
歳
代
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
し
，
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
主
題
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

(自
然
体
験
・
鑑
賞
)と
す
る
．
 

 
(9
0回
/年
) 
(船
型
:3
0,
00
0G
/T
) 
 

 

◆
台
湾
－
中
国
間
の
沖
縄
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
よ
る
渡
航
の
可
能
性
を
，

機
会
あ
る
た
び
に
台
湾
・
中
国
の
関
係
者
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
．
 

◆
ス
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
社
に
対
し
て
も
実
現
へ
向
け
て
沖
縄
側
も
協
力
す

る
旨
を
随
時
ア
ピ
ー
ル
 

 

◆
沖
縄
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
よ
る
台
湾
－
中
国
間
の
渡
航
解
禁
に

伴
い
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
始
ま
る
．
 

 (
回
数
は
1回
/月
と
連
休
等
4回
程
度
計
15
回
/年
と
想
定
) 

 

    

⑦
台
湾
－
沖
縄
－
中
国
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
 
 
(外
国
船
・
台
湾
・
外
航
・
不
定
期
)  

◇
大
陸
出
身
者
の
多
い
台
湾
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
す
る
台
湾
－
中
国
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

◇
現
時
点
で
は
台
湾
－
中
国
の
直
接
渡
航
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
，
貨
物
は
石
垣
港
を
経
由
す
る
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

が
盛
ん
．
（
航
空
機
で
は
香
港
，
マ
カ
オ
を
乗
り
継
ぎ
す
る
こ
と
で
中
国
へ
の
入
国
は
認
め
ら
れ
て
い
る
）
 

◇
旅
客
も
将
来
は
沖
縄
を
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
し
て
中
国
へ
渡
航
で
き
る
可
能
性
は
高
く
，
ま
た
こ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
る
．
そ
こ
で
沖
縄
を
中
継
地
と
す
る
台
湾
－
沖
縄
－
中
国
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
提
案
す
る
 

 
(1
5回
/年
) 
(船
型
:7
0,
00
0G
/T
) 

⑧
上
海
－
沖
縄
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

 
(外
国
船
・
中
国
・
外
航
・
不
定
期
)  
◇
上
海
を
発
着
地
と
す
る
上
海
－
沖
縄
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

◇
上
海
か
ら
沖
縄
へ
の
観
光
客
の
ア
ク
セ
ス
は
空
路
が
開
設
さ
れ
て
い
る
が
，
ク
ル
ー
ズ
船
で
上
海
を
夜
出
港
す
れ

ば
翌
朝
に
は
那
覇
港
へ
入
港
で
き
る
利
便
性
の
良
さ
が
あ
り
，
外
洋
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
沖
縄
来
訪
の
可
能
性

は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
．
 

◇
上
海
－
沖
縄
間
３
泊
４
日
価
格
は
上
海
で
の
海
外
旅
行
商
品
と
競
合
を
踏
ま
え
決
定
 

◆
上
海
の
海
外
旅
行
需
要
の
拡
大
時
期
を
見
守
る
．
 

◆
航
空
路
線
が
あ
る
こ
と
か
ら
沖
縄
の
魅
力
を
随
時
ア
ピ
ー
ル
 

 

◆
ア
ピ
ー
ル
活
動
等
は
同
左
 

ま
た
沖
縄
が
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
旨
も
併
せ

て
ア
ピ
ー
ル
 

 

 

表　沖縄における外洋クルージングネットワーク実現に向けたアクションプラン

 
 
 

 
 

                                   



４．今後の課題 
  １ 客船誘致協議会について 

 提案したクルージングの実現によるネット
ワークの構築のためには，ポートセールス，ポ
ートサービス等を行う客船誘致協議会の役割
が最も重要となる．更に協議会は多岐の部局・
関係団体・民間企業にまたがる横断的な組織
となるので，連携強化も重要となる． 

整備された旅客船ターミナルの例 

 ２ クルージングマーケットの活性化 
日本におけるクルージングマーケットの活
性化も重要であり，今後，マーケット活性化
のため，邦船社や（社）外航客船協会との情
報交換・共同キャンペーン等積極的に協力し
ていく必要がある． 

貨物と旅客が混在する那覇港  ３ 旅客船ふ頭整備に向けて 
 旅客船ふ頭並びにターミナルの具体的な計画・設計の際には，「にぎわい空間」で
あることを配慮する必要がある．また，施設の管理・ターミナルの運営方法等客船誘
致協議会との連携は不可欠となるので，港湾管理者が中心となった連絡・協力体制を
確立する必要がある． 

 ４ 交通の結節点として 
 旅客ターミナルにおける陸上の交通との結節については，旅客の利便性の向上や市
民の一般利用を促進するためにも，各種バス等の乗り入れが重要となる．特に市街地
やモノレールの駅等までのシャトルバスの運行については，その実現が望まれる．ま
た，外国からの旅客の利便性を高めるため，外国語によるの道路標識・道路交通情報
の提供なども，整備していく必要がある． 
 

沖縄近海のクルーズ概要 上海・本土方

那覇港旅客船ﾀｰﾐﾅﾙｲﾒｰｼﾞ

石垣港旅客船ターミナルパース

石垣促進期成会準備中

台湾方面

特定地域振興重要港湾 

本部港旅客船ﾀｰﾐﾅﾙ計画図

那覇港旅客船ﾀｰﾐﾅﾙﾊﾟｰｽ

 
５．おわりに 
 本調査により，沖縄がその地理的特性
を活かすことにより，台湾や，上海クル
ーズなどの寄港地として，十分な魅力を
持っていることがわかった．今後上記の
課題の解決に加え，複数の港に旅客船対
応施設の整備を行い多彩な選択肢を持っ
たメニューを提示することにより，クル
ーズのメッカとしての沖縄を確立するた
め港湾整備を進めていきたい． 

 




